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平成１８年４月より、滋賀医科大学看護学ジャーナルの編集委員会委員長を仰せつかり、この度、
委員長として活動して初めての巻が出来上がりました。今回の第5巻はシンポジウム抄録１を含めて、
原著１１、報告１０、資料３、総説１、計 26 編の論文を投稿頂き、委員会で全て掲載受諾致しました。
本年の委員会の活動は、昨年度今本委員長が率いて多くの改革をされた後で、かつ昨年度も委員会で
あった先生方に助けられレールの上に乗って走っているような安心感で務めさせていただきました。 
昨年度、多くの点を整備・改革いただきジャーナルの体裁は整いましたが、論文形式や査読のあり
方、編集の進め方など本看護学ジャーナルの質の向上と評価を高めるために、今後、さらなる前進に
向けて改善すべき点の検討・努力に吝かではありません。取り敢えず、今回の編集で気付いた点につ
いて幾つか指摘させて頂き、問題提起とさせていただきます。          
投稿規定には、研究論文の形式について、原著と報告・資料という明確な区別がされています。最
終的には編集委員会が決定することになっていますが、これまでは著者の意向に従って、査読者の指
摘がなければ、著者の意向を尊重して編集委員会では積極的に形式変更を求めることは余りなかった
ようです。委員会で討議されるのは査読者が形式変更を求めた場合、特に原著ではなく報告が望まし
いなど、“格落ち”への指摘があった場合です。しかし、原著の方が研究論文としての価値が高いと投
稿規程に謳われ、実際に外部からもそのような目で評価されるとすると、明瞭な一定の基準で不統一
や不公平のないように編集委員会での原著の査定を強化すべきと思われます。今回のように、多くの
論文を投稿していただきつつも、原著としての採択については委員会で総合的に判断させていただく
というものです。 
査読は色々な職位の先生方にお願いしています。一般的に学会誌では評議員の中でも関連分野の専
門家が査読をすることが多いので査読の精度は上がります。本誌では論文数、査読者数、編集時間、
若手育成などの兼ね合いもあり、若い先生方にも査読をお願いしています。若い先生方の研鑽の場と
していただきたいと思います。 
私自身も英文誌・邦文誌多くの査読にかかわってきましたが、いまだに完璧な査読をするのは難し
いように思います。私が思うに完璧な査読とは、当該論文の研究背景を十分に理解していなければ、
その論文の、いわゆる priority を評価することはできません。研究内容も細分化された今日では、研
究方法も十分には理解できないこともありえます。日々の多忙な業務の中で、時間を見つけて、これ
らを学習しなければならないこともあります。また、単に批判に終わるのみならず、どのようにすれ
ば論文が生かされるかまで前向きに助言するとなると、また十分な実力が要求されます。このような
査読に向けての内的努力の積み重ねが研究能力の向上に寄与するところは大きいと思いますし、引い
ては本誌の評価を高める底力になると確信しています。 
さらに、本誌の評価の向上に関しては、学外の査読者も含めた“外部評価の導入”が必要ではない
かと思われ他施設との査読に向けて再度（以前試みられたとも聞いています）模索検討したいと思い
ます。看護学科の研究レベルの向上に向けて看護学ジャーナルの担う責務は大きく、より良いジャー
ナルにするために微力ではありますが努力したいと思います。些細な改革も積み上げれば大きくなり
ます。皆様方のご助言・ご示唆を頂けましたら幸いです。 
 
平成 19 年２月 滋賀医科大学看護学ジャーナル 
編集委員長  安田  斎 
